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優しさと想像力
校長 安部成年

１０月２２日（日）に名古屋国際会議場で開催された吹奏楽コンクール全国大会の応援に行ってまいり

ました。さすがにどの団体の演奏も素晴らしいものばかりでしたが、本校の吹奏楽部も堂々と立派に活水

サウンドを奏で、銀賞をいただくことができました。１１月１９日（日）にはマーチングコンテストの全

国大会が大阪で行われますが、こちらでは昨年度に引き続き金賞を受賞できるよう頑張ってもらいたいと

思っています。

さて唐突ですが、皆さんは人の資質として最も大切なものは何だと思いますか？これには人によって様々

な意見があると思いますが、私は他者に対する「優しさ」だと思っています。そして、人に優しくするた

めには、「想像力」が必要だとも思っています。「こんな言い方すると相手は傷つくかもしれない」、

「これをすると他の人はどう受け止めるだろうか。○○と思うだろうか」などと、相手の気持ちや受け止

め方を想像することができなければ、人に優しくすることはできないのではないでしょうか。（どうかす

ると相手を傷つけることにもつながりかねません。）ちなみに、３年ほど前に開催された情報モラル教育

に関する研修会に、無料通信アプリＬＩＮＥの役員がパネリストの一人として参加されていました。その

方が、ＳＮＳに関する問題の未然防止についてキーワードを尋ねられたとき、「想像力」と回答されたこ

とが強く印象に残っています。

また、以前テレビで流れていたＡＣジャパンの、いじめ防止に関するＣＭでは、最後に「夢や優しさは、

想像力から生まれる」という素晴らしいキャッチフレーズが示されていましたが、確かに、人のことを考

えること、人の気持ちを想像することから優しさは生まれてくるものと思われます。

なお、様々な体験（特にいろんな人との交流）を積み重ねていくことによって想像力は豊かになってい

くものと思いますが、現実の世界では体験できることにも限りがあります。だからこそ、読書によって様々

な疑似体験を重ねることはとても重要であると言えます。

子役の頃から芸能界で大活躍している芦田愛菜さんは、幼少期からたくさんの本を読んでいることで知

られていますが、彼女の演技力や好感度の高さは、豊富な読書によって培われた知識や人間性（人当たり

の良さ）によるものであるように思われます。

生徒の皆さんも、たくさん本を読んで知識や想像力を豊かにし、自分の優しさに磨きをかけていってく

ださい。

年 間 聖 句

主は人の一歩一歩を定め

御旨にかなう道を備えて

くださる。
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高Ⅰ、活水女子大学の説明会

10月11日(水) ６校時に大学の先生や学生から、学科の特色や取得できる

資格、大学で学ぶ意義を聞きました。生徒は希望する2学科の説明を20分ず

つ聞き、高校卒業後の進路を考えるきっかけとすることができました。今後

も学外で行われる進学説明会や、オープンキャンパスに積極的に参加して、

自分の進路希望を明確にしていきましょう。 （吉田香奈子）

生徒修養会で多様な学び
10月18日(水) 生徒修養会が開かれまし

た。今年のテーマは「神様との出会い」。

主講師としてお迎えした活水女子大学学長

の広瀬 訓先生が、「狭くて広い道」とい

う副題で、学生時代の留学先での衝撃体験

から今に至る歩みをお話しくださり、神様

が道を示してくださるとの証をしてくださ

いました。その後は、教会の牧師・教師を

お一人ずつお迎えしてクラス別の時間をも

ちました。聖書の物語を寸劇で作ったり、キリスト教にもとづ

く絵画や絵本をもとにしたお話、ご自身の神様との出会いのご

経験、困ったり悩んだりしたときにどうしたらよいのかなど、

クラスごとに様々な展開がなされ、たくさんのお話をお聞きし

ました。神様を感じ、自分とも向き合う時間を過ごした一日で

した。（石村直義）

高II、探究中間発表

10月17日(火)に高Ⅱは探究の中間発

表会を行いました。グループと個人、そ

れぞれパワーポイントを使い、４分発表

１分質疑応答といった形で進めましたが、

昨年グループでの発表をしたこともあり、

生徒もパワーポイントの作り方も凝って

いて調べる内容も深くなりました。先生

や活水女子大学の学生からアドバイスを

もらい、相互評価をして終わりました。

２月の本発表会に向けて課題も見つかり

意識も高まっ

た中間発表会

でした。

（平野智也）

活水の魅力がぎゅっと

第3回活水CM大賞を

実施しました。今回は、

高ⅡA特進コースの7名

が参加してくれました。

「 活 水 生 の 1 日 」 と

「活水生の1年間」の2

本が大賞を受賞しまし

た。（野田定延）

活水女子大看護学部体験・医療センター見学を終えて

私がこの１日を通して感じたのは、看護師になるには、想像していたよ

りもはるかに大変であるということです。看護師の資格を取得するのは言

うまでもなく、患者さんと関わるためにコミュニケーション力を高める必

要があります。患者さん一人ひとりにあった看護を提供するためには、患

者さんの話をよく聴き、思いやることが大切です。その力をつけるために

は、毎日の生活の中で、常に意識した言動をとっていかなければならない

と感じました。また、医療センターの助産師さんが「命が誕生するところ

に立ち会えるのは、とても幸せで感動的です。」と話して下さいました。

その話がとても印象的で看護師になりたいという気持ちが強くなりました。 （Ⅰ年Ｃ組 生田有依茄）

私はドクターヘリに興味があり、フライトナースに憧れていました。今回の体験でドクターヘリを実際に

見学し、フライトナースの方のお話を直接に聞くことができて本当によかったと思いました。フライトナー

スは、病気やケガの患者さんが待っている場所へと出向いていきます。その状況は様々で、瞬時に状況把握

と医療的処置を行う必要があり、１５分が勝負だと言われているそうです。そのためには、高度なコミュニ

ケーション力と医療技術・知識が必要だと感じました。高校Ⅰ年生である私が、今のうちにやっておかなけ

ればいけないことは、ボランティア活動に積極的に参加して、初対面の人と上手に話し合い、協力できるよ

うに練習することだと感じました。将来は人と喜びを分ちあえる看護師になり、憧れのフライトナースにな

る夢を叶えられるように頑張りたいです。 （Ⅰ年Ａ特 齋藤英子） （担当 増田康子）
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大会等成績

中学高校吹奏楽部

全日本吹奏楽コンクール 銀賞

九州マーチングコンテスト 金賞
並びに全日本マーチングコンテスト九州代表推薦

〈音楽〉

長崎県高等学校音楽コンクール

声楽部門 金賞 及び 全日本高等学校声楽

コンクール県代表推薦 石田彌月

声楽部門 銀賞 土井口清葉

金管楽器部門 金賞 及び 全九州高等学校音楽

コンクール県代表推薦 谷下葵
木管楽器部門 銅賞 宗田悠花

ながさき”若い芽”のコンサートオーディション

声楽部門 優秀賞 石田彌月

〈英語〉

グレープカップコンテスト
「THE GOOD SPEAKER PRIZE」、「優秀賞」
「福岡県教育委員会賞」「那珂川市教育委員会賞」

吉田幸加
長崎県高等学校英語スピーチコンテスト

第１部門 第２位 戸村楓

〈写真〉

長崎県高等学校総合文化祭
写真部門 佳作入選 吉田幸加

〈放送〉

長崎県高等学校総合文化祭九州高校放送コンテスト
県南地区大会 朗読部門 優秀賞 坂井みき

中・高 新体操部
長崎市中学校新人大会 新体操競技

個人総合 優勝 松村星彩 第２位 大石仁菜

第3位 近藤晏名

長崎県中学校新人大会 新体操競技

個人総合 第2位 松村星彩

市民体育・レクリエーション祭 新体操競技

中高団体 ジュエリー賞 （城野・増浦・遠藤・久米・

平井）

ダイナミック賞 （小林・近藤・上村・近藤・

松村・大石・谷口）

個人競技 高校生の部

フープ 第1位 上村瑠花

ボール 第1位 増浦寧々 第2位 遠藤心花

クラブ 第2位、城野にこ 第3位 上村瑠花

リボン 第2位 城野にこ 第3位 小林瑠奈

個人競技 中学生の部

フープ 第1位 平井彩摘 第３位 大石仁菜

クラブ 第1位 久米つづり

リボン 第1位 久米つづり 第2位 平井彩摘

〈バドミントン〉
長崎県高等学校長崎地区新人体育大会

バドミントン競技

女子団体 第３位

（河内、酒井、生田、野呂、村上、平畑、脇野、
多喜）

〈弓道〉

市民体育・レクリエーション祭 弓道競技

高校女子団体

第１位 活水A（木村・濵松・平田）

第２位 活水F（土肥・白磯・深江）

第４位 活水E（田邉・川田・中山）

高校女子個人

第２位 道本礼愛 第５位 中山梨優

第６位 土肥詠美 第７位 平田明日羽

第８位 田中清良

〈卓球〉

長崎県高等学校新人体育大会卓球競技長崎地区予選

団体 女子学校対抗 準優勝 （山道・仲野・田中・

村瀬・大矢）

個人 女子ダブルス 第３位 仲野・山道

（山口真樹人）

中高秋のオープンスクール
10月14日（土）の午前中に中学校のオープンスクールが開かれました。小学

校５・６年生３１名の児童が来校してくださいました。吹奏楽部のアンサンブル、

中学３年生久米さんによる英語暗唱、中学２年生による職場体験発表そして活水

中学校の１日の様子を紹介しました。活水中学生との交流会ではお互いすぐに打

ち解けあい大変和やかな雰囲気でした。「中学生の皆さんがとても優しく声をかけてくれて嬉しかった」「英

語の発音がとても上手でした」「オンライン英会話に興味があります」など多くの感想をいただきました。中

学サッカー部やテニス部の受付から案内、また放送部など多くの人達の協力で無事終えることができました。

ありがとうございました。（杉町たまみ）

午後からは、高校のオープンスクールが開かれました。中学３年生の生徒と保

護者、合わせて約139名の方が来校してくださいました。チャペルでは吹奏楽部

のウェルカムコンサートに始まり、ビブリオバトル、生徒による学校紹介など生

徒中心の歓迎アトラクションが行われました。また在校生との交流会では、リー

ダーを中心にゲームで盛り上がった後、学校生活に関する質問に丁寧に答えたり、

いい雰囲気の交流会が行われました。 参加者の感想には、「在校生が優しく、

交流会がとても楽しかった」「生徒のチャペルでの発表に鳥肌がたつほど感動し

た」など嬉しいご感想をたくさんいただきました。（奥田牧子）

中１宿泊研修
中学１年生は諫早少

年自然の家で10月19

日（木）２０日（金）

の２日間、宿泊研修を

行いました。１日目は

飯盒炊飯とI-CAPとい

うクラスの仲間意識を

高めるプログラムを行いました。飯盒炊飯で作った

豚汁はとてもおいしかったです。ご飯が少し硬い班

もありましたが、自分たちで作った昼食をおいしく

いただきました。２日目はウオークラリーを行いま

した。夜に降った雨のためにコースを省略しました

が、自然に親しみなが

ら山道を頑張って登り

ました。２日間の研修

で、お互いのことを深

く知ることができ、１

年生の絆が深まりまし

た。（長門祐二）

「あなたは地に臨んで水を与え、豊かさを加えられます」
（詩編 ６５編 1０節～１４節）

１１月は、神さまからのたくさんの恵みを感じる実りの季節です。収穫の喜びと感謝を表すため、多くの

教会やキリスト教主義学校では野菜や果物などを持ち寄り、礼拝が行われます（収穫感謝祭（Thanksgiving

Day））。命の糧を与えてくださる神さまに感謝し、その恵みを共に分かち合うのです。

今は食欲の秋と言われる季節ですが、食卓に並ぶ食べ物をゆっくりと眺めながらいただき、日々の糧が与

えられていることに感謝しましょう。 （常泉晶子）

中３北陸学院中学校来校案内

10月25日（水）に北陸学院中学校３年生の皆さ

んが活水高等学校・中学校に来校されました。朝の

礼拝をチャペルで共にした後、活水中学校3年生が

被爆地を案内しました。

限られた交流時間の中で、他校の同学年の生徒と

楽しく会話をし、被爆地を案内している姿が見られ

ました。本校生の感想には「緊張してあまり話せな

かったけど、積極的に話しかけてくれてうれしかっ

たです。」「色んなおしゃべりができて新鮮でした。」

「説明している時に目を見てくれたり、緊張してた

のに話しかけてくれてうれしかったです。」などが

ありました。他

校生徒と今回交

流できたことに

「うれしかった」

という感想が沢

山寄せられまし

た。

（小西美香）

今月の聖句

ワクワクまるごと活中体験⑰ 活水の図書館を体験しよう！！

１０月２８日（土）、小学校５年生の児童と保護者の方が参加してくださいま

した。図書委員長の吉村心結さん（高Ⅱ）の挨拶から始まり、 田幸加さん

（高Ⅱ）による『Annie』のブックトーク、本探しゲーム、しおり作りをしま

した。しおり作りでは、マスキングテープやクラフトパンチなどを使い、自分

好みのデザインに仕上げ、最後には綺麗に透明のカバーでコーティングし、完

成させていました。司書の吉田先生や図書委員の人たちは何日も前から準備を

し、楽しんでもらえるかどうか不安だったようですが、参加された児童や保護

者の方は、全ての企画において夢中になり、楽しんでいました。（常泉晶子）


